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所  信  表  明  

 

令 和 ５ 年 第 ２ 回 市 議 会 定 例 会  

 

令和 ５ 年第 ２回 市議 会 定例 会の 開会 に 当た り 、提出 い たし まし た  

議 案 等 の 説 明 に 先 立 ち 、 市 政 運 営 に 関 す る 所 信 の 一 端 を 申 し 上 げ  

ます 。  

 

１  市 政 運 営 の 方 向 性  

こ の 度 の 統 一 地 方 選 挙 に お い て 、 多 く の 市 民 の 皆 様 か ら 信 託 を  

賜り 、引き 続き 日立 市 政の 舵取 り役 を 担わ せて いた だ くこ とと なり

ました。市議会議員の皆様を始め、市民の皆様からの温かく、そして

力 強 い 御 支 援 を い た だ き ま し た こ と に 対 し 、 深 く 感 謝 を 申 し 上 げ  

ま す と と も に 、 ３ 期 目 と な る 市 長 の 重 責 に 改 め て 身 が 引 き 締 ま る  

思い で ござ いま す。  

私 は 、 こ れ ま で 、「 全 て は 市 民 の 皆 様 の た め に 」、「 全 て は 日 立 市  

のた め に」を市 政推 進 の基 本と して 、子ど もか ら高 齢 者ま で、全て

の 世 代 が 未 来 に 夢 や 希 望 を 持 ち 、 安 心 し て 健 や か に 暮 ら せ る ま ち  

づくりに向けて、誠実一途、全力を傾けてま い りま した 。  

そし て、市 民の 皆 様の 声 を広 く お 聴き し、市 民の 皆 様と 共 に歩 む、

この 姿 勢は 、今 まで も これ から も変 わ る こ とは ござ い ませ ん 。  

１ ６ 万 人 を 超 え る 市 民 の 皆 様 の 命 と 生 活 を 守 り 、 市 民 の 皆 様 が  



- 2 - 

 

幸せ に 生き 生き と暮 ら し、そ し て、日 立 市を 更 に元 気 なま ちに して

い く こ と が 、 私 に 与 え ら れ た 最 大 の 使 命 で あ る と 認 識 を し て い る  

とこ ろ でご ざい ます 。  

私は 、市 長 就任 後 の２ 期 ８年 間で 、本市 を 取り 巻く 諸課 題 に対 し、

多 く の 種 を ま い て ま い り ま し た 。 既 に 芽 吹 き 始 め た も の も あ れ ば 、

芽吹 き に時 間が かか る もの も ご ざい ま すが 、そ れら 道 半ば のも のに

つ い て は 、 こ れ か ら も 粘 り 強 く 、 こ の 芽 を し っ か り 育 て な が ら 、   

多 く の 花 を 咲 か せ 、 豊 か な 実 り を 得 ら れ ま す よ う 、 市 民 の 皆 様 と  

共に 確 かな 歩み を進 め てま いり ます 。  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス と の 戦 い か ら ３ 年 が 過 ぎ 、 長 か っ た 日 々 が  

よ う や く 落 ち 着 き を 見 せ て き て い る 今 日 の 状 況 を も っ て す れ ば 、  

未 来 へ の 時 間 軸 は 私 た ち に 委 ね ら れ て い る と 言 っ て も 過 言 で は  

あ り ま せ ん し 、 私 に と っ て 、 ３ 期 目 の 市 政 の 舵 取 り は 、 ま さ に   

「ふ る さと 日立 」 を 将 来に つな ぐ重 要 な４ 年間 とな り ます 。  

ご案 内 のよ うに 、ま ち づく り の 羅針 盤 と し て先 に策 定 した 日立 市

総合計画の実現に向け、具体の取組をまとめた前期基本計画は、昨年度

スタートし、その計画期間の残りが令和８年度までの４年間となり、

３期目の任期と重な りますことから、前 期 基 本 計 画 の 達 成 は 、 策 定

した 自 らの 責務 であ る と同 時に 、まち づ くり の 道標 と して、計 画に

掲 げ た 重 要 事 業 を 着 実 に 推 進 し て い く 覚 悟 を 新 た に し た と こ ろ で
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ござ い ます 。  

引き 続 き、市 議 会 議員 の 皆様 を始 め、市 民・企 業・コミ ュ ニテ ィ・

各種団体等の皆様と歩みを一つに、本市の豊かな資産である「ひたち

らし さ」を更 に 磨き 育 みな がら 、未来 へ 続く 安 心と 活 力の ある まち

の実 現 を目 指し てま い りま す と とも に 、県 北地 域の 中 心都 市と して

の 本 市 の 揺 る ぎ な い 都 市 基 盤 を 築 い て い く こ と に よ り 、 一 人 で も  

多く の 人が 日立 市で 働 き、一 人 でも 多 くの 人が 日立 市 に住 み、一人

で も 多 く の 人 が 日 立 市 に 来 て 楽 し む こ と が で き る 、 そ ん な 多 く の

人 々 が 幸 せ を 求 め て 日 立 市 に 集 い 、 そ し て 人 々 に 夢 や 希 望 を 与 え  

られ る「 元気 あ ふれ る 日立 市 の 再生 」を 果た し てま い りた いと 決意

を新 た にす るも ので あ りま す。  

その 実 現に 向け 、私は 、ま ち づ くり の 基本 姿勢 とし て ４つ の 政 策

項目 に 重点 を置 き、今 後の 市政 運営 に 取り 組む こと と いた しま した 。 
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２  ま ち づ く り の 基 本 姿 勢  

その 第 １ は、「 地 方創 生 ・人 口減 少対 策 」で あり ます 。  

本市 を 取り 巻く 環境 は 、以 前 と は比 較 にな らな いほ ど 厳し い時 代

に入 っ てい ます 。様々 な 難題 が 押し 寄 せ、社 会 経済 情 勢は 目ま ぐる

しく 変 わっ てい ます。人 口減 少 を始 め、深刻 な 少子 高 齢化 によ って

人口 構 造が 変化 して い る状 況で あり、こ れら の 進行 は、生活 利 便性

や地 域 活力 の低 下 に つ なが り 、更な る 人口 減少 を招 く とい う悪 循環

をも た らし ます 。  

地方 創 生・人 口 減少 対 策 と して 、私が 最 も重 要 な 視 点 とし てと ら

えて お りま すの は、将 来を 担う 宝で あ る 出 生者 数を 増 やし てい く と

いう こ とで あ り ます 。  

幸 い 昨 年 ４ 月 に 、 １ ３ 年 ぶ り に 日 立 総 合 病 院 の 地 域 周 産 期 母 子  

医 療 セ ン タ ー が 再 開 い た し ま し た 。 こ の 機 能 回 復 を 糧 に 、 年 間 の  

出生 者 数１ ，０ ００ 人 を目 指 す こと が 肝要 であ ると 思 って おり ます 。 

そ の た め に は 、 次 代 を 担 う 若 者 や 女 性 が こ の 地 域 に 魅 力 を 感 じ 、

この 地 域で 安定 して 働 き、そし て 、将 来 に夢 や希 望 を描 き 、出 会い・

結婚 に より 家庭 を育 み 、こ の日 立市 を「住 みた いま ち」、「 住み 続け

た い ま ち 」 と 思 え る ま ち づ く り を 進 め る こ と で は な い か と 改 め て  

強く 認 識を いた して い ると ころ でご ざ いま す。  
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若者 や 女性 が充 実感 を 持っ て 、生き 生 きと 輝き 続け ら れま すよ う、

今に 努 力し て将 来に つ ない でい く、そ の一 心で 、こ れ から も「 地方

創生 ・ 人口 減少 対策 」 に真 正面 から 取 り組 んで まい り ます 。  

特に 、今後 は 、若 い世 代 の方 々に 対し て 、「 就業 支 援 」、「 家庭 生活・

子育 て 支援 」、「 住宅 支 援 」の 三 つ を 柱 に重 点的 に 取 り 組ん でま いり

ます 。  

まず、就 業支 援 とい た しま して は、若 者 や女 性 が 充 実 した 人生 を

歩む上でも、将来へのビジョンを描いていけるよう、キャリアアップ

につ な がる 資格 取得 支 援 を 始め 、マ イ クロ クリ エイ シ ョン オフ ィス

を 活 用 し た 創 業 支 援 、 Ｕ Ｉ Ｊ タ ー ン に よ る 若 者 の 定 住 促 進 な ど 、  

自 分 ら し い 働 き 方 を 叶 え な が ら 、 成 長 ・ 活 躍 で き る 環 境 づ く り に  

取り 組 んで まい りま す 。  

中で も 、市 内 中 小企 業 に就 職し た高 等 学校 等新 規卒 業 者に 対す る

就 職 祝 金 の 支 給 や 、 住 居 手 当 を 支 給 す る 中 小 企 業 へ の 補 助 な ど 、  

「も の づく りの まち 」と して 発 展を 遂 げ、今 後 もま ち を支 える 市内

中小 企 業へ の就 職 支 援 に注 力し てま い りま す。  

家庭 生 活・子育 て 支援 と いた しま して は 、若 者の 出 会い か ら結 婚、

妊娠 、出 産 、子 育 てま で 、ライ フス テー ジ に合 わせ た 切 れ 目の ない 、

タイ ム リー な 支 援 の 更 なる 充実 に取 り 組ん で ま いり ま す。  
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こ れ ま で 、 子 ど も の 医 療 費 や 保 育 料 の 無 償 化 に 取 り 組 み 、 更 に  

本 年 度 か ら 小 ・ 中 学 校 、 特 別 支 援 学 校 の 給 食 費 を 完 全 無 償 化 し た  

とこ ろ で ご ざい ます が 、引 き続 き 子 育 て世 代の 経済 的 な負 担軽 減 を

図っ て まい りま す。  

そして、子どもたちは、家庭にとっても、社会にとっても、大きな

可能 性 を持 つ 、かけ が えの ない 存在 で あり、未 来を 担 う大 切な 宝で

ご ざ い ま す 。 豊 か な 自 然 環 境 の あ る 本 市 で 、 未 来 に 希 望 を も っ て   

子どもを産み育てられるよう、加えて、子どもの貧困や虐待、ヤング

ケアラーへの支援を含め、「子育ては、日立市で」を 合 言 葉 に 、 ま ち  

全体 で 支え 、 応 援し て まい りま す。  

住 宅 支 援 と い た し ま し て は 、 更 な る 移 住 ・ 定 住 を 促 進 す る た め 、

マ イ ホ ー ム の 取 得 助 成 に つ い て 、 若 年 世 代 や 子 育 て 世 代 が 利 用    

しやすいよう対象や助成内容を拡充するほか、本市特有の市内１２の

山側 住 宅団 地へ の住 み 替え 促進 、東 京 圏か らの 移住 に 対す る支 援 を

大幅 に 拡充 して まい り ます 。  

ま た 、 宅 地 造 成 を 行 う 事 業 者 へ の 支 援 拡 充 に よ る 良 好 な 宅 地 の  

創出 や 、空 き家 リフ ォ ーム への 支援 な ど、幅広 く、そ して 魅力 ある

充実 し た住 宅支 援 に 取 り組 む こ とで 、理想 の 暮 らし を ひた ち で 叶え

られ る よう 全力 で 応 援 して まい りま す 。  
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第 ２ は、「安 全 ・ 安心 の まち づく り」 で あり ます 。  

私た ち は、２０ １１ 年 以来 、千 年に 一 度の 東日 本大 震 災、そし て

百 年 に 一 度 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 と い う パ ン デ ミ ッ ク と 、  

この１２年間で二度にわた る大きな災害に見舞われ たわけでござ い

ます が 、こ の経 験を 通 して 、不 断の 備 えを 万全 にし 、あら ゆる 災害

に強 い まち づく りを 進 めて いか なけ れ ばな りま せん 。  

市役 所 はい かな る時 も「市 民の 皆様 を 守る 」と いう 砦 、い わゆ る

拠 り 所 と な り ま す 。 そ の こ と を 全 庁 一 丸 と な っ て 改 め て 共 有 し 、  

い つ の 時 代 に も 変 わ ら ぬ 安 全 ・ 安 心 を 全 て の 市 民 の 皆 様 に お 届 け  

して ま いり ます 。  

本年 ５ 月８ 日か らは 、新型 コ ロ ナウ イ ルス 感染 症の 感 染症 法上 の

位置 づ けが 、季 節性 イ ンフ ルエ ンザ と 同じ ５類 に変 更 され まし たが 、

引き 続 き市 民の 皆様 の 暮ら し や 市内 経 済を 守る ため 、コロ ナ対 策 や

物 価 高 対 策 に 万 全 を 期 し て ま い り ま す と と も に 、 本 格 的 な ウ ィ ズ  

コロナ・アフターコロナを迎えた本市が 更に住みやすい まちとなる

よう、安全・安心のための各種施策を適時適切に展開してまいります。 

また 、市民 の健 康を 守 るた め、かか り つけ 医の 確保 な ど、市民 の

皆 様 が 住 み 慣 れ た ま ち で 、 安 心 し て 適 切 な 医 療 を 受 け ら れ る よ う 、

医 療 体 制 や 環 境 面 の 支 援 充 実 を 図 る と と も に 、 医 療 現 場 に お け る  

デジ タ ル化 につ きま し ても 推進 を図 っ てま いり ます 。  
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さら に 、高齢 化 社会 へ の対 応と して は、団塊 の 世代 の 方々 が全 て

７ ５ 歳 以 上 の 後 期 高 齢 者 と な る ２ ０ ２ ５ 年 が 目 前 に 迫 っ て い る  

と こ ろ で ご ざ い ま す が 、 そ の 先 、 ８ ０ 歳 に な る ２ ０ ３ ０ 年 以 降 は 、

より 一 層、 高齢 化の 問 題が 顕著 にな っ てま いり ます 。  

本市 は 高齢 化率 が 全 国 平均 より も高 く 、特 に １ ２の 山 側住 宅団 地

の高 齢 化率 は５ ０％ に 達し てお り、高 齢者 の 運 転免 許 証の 返納 者も

年々 増 加し てき てお り ます 。高 齢者 の 孤独 化・孤立 化 が進 み、老々

介護 や ８０ ５０ の問 題 など もな お顕 在 化し てお りま す 。  

また、高 齢者 の 皆様 の 孤立 化を 防ぎ、生 き生 き と 暮 ら せる よう に

する た めに は、お互 い の顔 が見 え、声 を かけ 合 う 共 生 の社 会づ くり

がま す ます 重要 であ り ます 。  

この た め、高 齢 者が 気 軽に 集い 、元気 に 交流 で き る 居 場所 の 拡 充

に 加 え 、 引 き 続 き 、 高 齢 者 の 外 出 機 会 を 確 保 す る た め の お 出 か け  

支 援 や 、 健 康 的 な 食 生 活 を 支 え る 買 い 物 支 援 等 を 行 う と と も に 、  

高齢 社 会を 支え る支 援 者と の連 携強 化 を引 き続 き図 り なが ら、日常

の健康な暮らしをしっかり とサポートできる支援の仕組みづくり を

一層 推 進し てま いり ま す。  

さ ら に 、 こ の 度 、 新 た な 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 「 萬 春 園 」 が 開 所   

いたしましたが、民間施設を含めた介護施設等の充実に加え、旧萬春園

の 跡 地 を 活 用 し 、 リ ハ ビ リ を 必 要 と す る 方 々 の 支 援 拠 点 と し て 、  
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地域リハビリテーションセンターの整備を進めるなど、人生１００年

時代 を 見据 え、安心 し て暮 らし 、元気 で 前向 き に人 生 を送 れる 健康

長寿 社 会の 実現 を目 指 して まい りま す 。  

そし て、市民 の 皆様 の 暮ら しを 守る 防 災・防 犯 体制 の 更な る充 実

とい た しま して は 、災 害リ スク に備 え たイ ンフ ラ等 の 強靭 化を 始め 、

情 報 収 集 ・ 伝 達 体 制 や 避 難 所 機 能 の 強 化 、 緊 急 避 難 先 の 確 保 等 に  

よ る 更 な る 防 災 体 制 の 充 実 を 図 る と と も に 、 自 主 防 災 活 動 支 援 や  

防 災 士 養 成 支 援 等 に よ る 地 域 防 災 力 の 向 上 に 取 り 組 ん で ま い り  

ます 。  

加え て、まち の 明る さ や犯 罪抑 止に つ なが る防 犯灯・防 犯カ メ ラ

の 拡 充 と 適 正 管 理 を 進 め る と と も に 、 地 域 防 犯 活 動 を 支 え る 人 材  

育成、防 犯に 関 する 意 識啓 発 な ど 、各 コ ミュ ニ ティ 組 織と の連 携の

もと、地 域ぐ る みで の 防犯 のま ちづ く りを 促進 し、事 件 事故 の 未然

防止、更 には 発 生時 に も 適 切か つ速 や かに 対応 でき る 、更な る 危機

管理 体 制づ くり を進 め てま いり ます 。  

消 防 ・ 救 急 の 面 で は 、 北 部 地 区 の 防 災 拠 点 と な る 北 部 消 防 署 の  

整備 を 始め とす る 消 防 力の 更な る強 化 を図 ると とも に 、年 間９ 千件

を 超 え る 救 急 要 請 へ の 対 応 、 救 命 率 の 向 上 に つ な が る Ａ Ｅ Ｄ 設 置  

拡大など、本市においてこれからも安全に安心して暮らし続けられる

よう 、 消防 ・救 急救 助 体制 の充 実強 化 に取 り組 んで ま いり ます 。  
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第３ は、「都 市 力 の向 上 」で あり ます 。  

県 北 地 域 の 中 心 都 市 と し て の 体 制 を 持 続 で き る よ う 、 将 来 を   

見 据 え た 都 市 機 能 ・ イ ン フ ラ 整 備 を 推 進 し 、 総 合 力 を 備 え た 都 市  

基盤 づ くり を進 める と とも に、コン パ クト・プ ラス・ネッ トワ ーク

社 会 の 構 築 や 、 新 時 代 の 産 業 都 市 を 目 指 す 産 業 振 興 な ど 、 ま ち の  

魅力 と 活力 を高 める 施 策に 取り 組ん で まい りま す。  

本市 の 積年 の大 きな 課 題で あり ます 交 通渋 滞 の 解消 を 始め 、市 民

生活 の 利便 性向 上や 産 業活 動を 支え る ため 、本 市の 南 北軸 の大 動脈

で あ る 国 道 ６ 号 大 和 田 拡 幅 事 業 や 日 立 バ イ パ ス Ⅱ 期 区 間 の 整 備  

促進を図るとともに、国道２４５号の久慈大橋、日立港区北拡幅事業

の早期４車線化に向け、国・県との連携を一層強化してまいります。  

また 、本 市 と常 陸 太田 市 との 広域 的交 流 を促 進す るた め の（ 仮称 ）

真弓 ト ンネ ル を 始め、山 側道 路 の 北 伸 機能 を有 する 鮎 川・城 南 道路

や、大 沼・河原 子道 路 とい った 幹線 道 路の 整備 を進 め 、円 滑な 道路

ネッ ト ワー クの 構築 を 図っ てま いり ま す。  

さら に 、市街 地 整備 と いた しま して、市 内最 後 の駅 舎 整備 とな る

常陸 多 賀駅 周辺 地区 整 備事 業を 着実 に 進め てま いり ま す。  

具体 的 には、東 西自 由 通路 や駅 舎の 整 備を 始め 、東口 広 場や 南 北

ア ク セ ス 道 路 の 整 備 を 進 め る と と も に 、 本 市 の 公 共 交 通 の 基 軸 と  

な る ひ た ち Ｂ Ｒ Ｔ を 常 陸 多 賀 駅 か ら 日 立 駅 ま で 延 伸 す る 第 Ⅲ 期  
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ル ー ト の 整 備 な ど 、 拠 点 機 能 ・ 交 通 結 節 機 能 の 更 な る 強 化 に 加 え 、

人 の 行 き 交 う 、 活 気 あ る ま ち の に ぎ わ い 創 出 を 図 っ て ま い り ま す 。 

また、本 市の も のづ く りの 知恵 と技 術 は、先 人 たち の 豊か な英 知

とた ゆ まぬ 努力 によ っ て育 まれ 、蓄積 さ れた 地域 の誇 り・宝 であ り 、

市内 の あら ゆる 産業 を 支え る礎 でご ざ いま す。  

本 市 が 今 後 も 「 も の づ く り の ま ち 」 で 在 り 続 け る た め に は 、    

そ れ を 支 え る 中 小 企 業 の 皆 様 へ の き め 細 や か な 支 援 が 不 可 欠 で  

あ り ま す こ と か ら 、 経 営 基 盤 の 確 立 に 向 け た 産 業 政 策 を よ り 一 層  

充実 し てま いり ます 。  

具体 的 には 、新 製品 開 発や 技術 開発、販 路開 拓 によ る 産業 競争 力

の強 化 を始 め、新産 業 の創 出や イノ ベ ーシ ョン 、企業 を 支え る 人材

の 確 保 、 事 業 承 継 の 支 援 、 そ し て 、 次 代 を 担 う 人 材 育 成 へ の 投 資   

など の「人 づく り」に 対す る支 援と と もに 、事 業 経 営 のた めの 金融

支援、更にはデジタルトランスフォーメーション・グリーントランス

フ ォ ー メ ー シ ョ ン に 向 け た 支 援 な ど 、 多 く の 支 援 事 業 を 展 開 し て  

まい り ます 。  

も と よ り 、 市 内 の 大 企 業 が 引 き 続 き 揺 る ぎ な い 生 産 活 動 を 持 続  

発 展 さ せ 、 市 内 中 小 企 業 と の 連 携 を 更 に 強 め る と と も に 、 若 者 の  

雇 用 の 確 保 、 技 術 の 継 承 に も 尽 力 さ れ る よ う 、 本 市 と し て も 商 工  

会議 所 と共 に働 きか け をし てま いり ま す。  



- 12 - 

 

加えまして、地域経済の活性化、とりわけ日立駅前地区の再活性化

と に ぎ わ い 創 出 の た め に 整 備 を 進 め て き た 日 立 駅 前 大 型 商 業 施 設

「 ヒ タ チ エ 」 が リ ニ ュ ー ア ル オ ー プ ン い た し ま し た 。 引 き 続 き 、   

第 ２ 弾 オ ー プ ン に 向 け た 魅 力 的 な 店 舗 出 店 、 更 に は 周 辺 商 店 街   

と の 連 携 に よ る 更 な る 日 立 駅 前 の に ぎ わ い づ く り に 努 め て ま い り

ます 。  

そ し て 、 ま ち 全 体 の 活 力 の 源 と な る 本 市 産 業 を 更 に 進 化 さ せ 、  

未 来 に つ な い で い く た め 、 商 工 振 興 計 画 、 水 産 振 興 計 画 及 び 観 光  

物 産 振 興 計 画 を 改 定 し 、 各 産 業 分 野 に お け る 振 興 施 策 の 充 実 や   

新 た な チ ャ レ ン ジ を 切 れ 目 な く 支 援 す る と と も に 、 農 業 経 営 の   

持 続 化 と 安 定 化 に 向 け た 各 種 支 援 や 、 豊 か な 森 林 資 源 を 次 世 代 に  

つな い でい くた め、森 林の 適正 管理 や 林業 の活 性化 に 向け た取 組を

進 め る な ど 、 新 時 代 の 産 業 都 市 と し て 更 に 発 展 し 、 そ し て 成 長 し  

続け る ため の 取 組 を 推 進し てま いり ま す。  

 

第４ は、「持 続 可 能な ま ちづ くり 」で あ りま す。  

時代 が 要請 する デジ タ ル化・脱 炭素 社 会の 実現 に加 え、教育 環 境

の向上、将来のまちの担い手となる人づくりなどに取り組み、次世代

へ の 架 け 橋 と な る 持 続 可 能 な ま ち づ く り を 力 強 く 推 進 し て ま い り

ます 。  
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まず、デ ジタ ル 化の 推 進で ござ いま す が、近 年 のデ ジ タル 技術 の

飛躍 的 な進 展は 、私 た ちの 社会 生活 に 大き な変 化を も たら して おり 、

行政 を 始め 、産 業、医療・福 祉 、教 育な ど の各 分野 に おけ る様 々な

課 題 を 的 確 に 捉 え 、 業 務 効 率 化 に 向 け た 行 政 サ ー ビ ス の デ ジ タ ル  

ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン を 推 進 す る と と も に 、 誰 一 人 取 り 残 す  

こと の ない よう 地域 社 会へ のデ ジタ ル 化の 浸透 を図 り なが ら、全て

の市 民 の皆 様が デジ タ ル技 術の 恩恵 を 享受 し、便利 で 豊か な生 活を

実感 で きる「 ひ たち 型 スマ ート ライ フ」の構 築 に取 り 組ん でま いり

ます 。  

次に、脱 炭素 社 会の 実 現に 向け た基 盤 づく りと して、昨 年 ３ 月 に

「 ゼ ロ カ ー ボ ン シ テ ィ ひ た ち 」 を 表 明 し た と こ ろ で ご ざ い ま す が 、

かつ て の煙 害を 克服 し た本 市だ から こ そ、カー ボン ニ ュー トラ ルの

実現 に 向け た先 進都 市 を目 指し てま い りま す。  

温 室 効 果 ガ ス の 排 出 量 を 削 減 し て い く こ と は 、 世 界 的 な 目 標 と  

なっ て おり 、私 たち は 国際 社会 の一 員 とし て、行政・市 民・事 業者

が当 事 者と して 危機 感 を持 ち行 動し て いか なけ れば な りま せん 。  

その よ うな こと から も 、引 き 続 き 公 用 車の 電気 自動 車 への 転換 や

公共 施 設に おけ る再 生 可能 エネ ルギ ー の導 入を 進め る ほか 、家 庭用

燃 料 電 池 や 蓄 電 シ ス テ ム の 普 及 促 進 に 向 け た 支 援 を 行 っ て ま い り

ます 。  
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さ ら に 、 本 市 に お け る 二 酸 化 炭 素 排 出 量 の 約 ７ 割 を 占 め る 産 業  

部 門 の 脱 炭 素 経 営 を よ り 一 層 推 進 す る た め 、 エ ネ ル ギ ー 使 用 量   

の 見 え る 化 や 脱 炭 素 経 営 相 談 、 更 に は 脱 炭 素 に 向 け た 設 備 投 資 の  

導入 に 対す る支 援を 行 うな ど、行政・市民・事 業者 が 一丸 とな って

環 境 に や さ し い 循 環 型 社 会 の 形 成 に 向 け た 取 組 を 推 進 し て ま い り

ます 。  

次に、教育環境の向上についてであります。持続可能なまちづくり

の中 で 特に 大切 なの は 、次 代を 担う 子 ども たち の成 長 をし っか りと

促し て いく こと であ る と考 えま す 。  

子 ど も た ち の 大 き な 可 能 性 を 伸 ば す た め 、 確 か な 学 力 の 育 成   

はも と より 、こ れま で 行っ てき た日 立 理科 クラ ブや 職 業探 検少 年団  

の 充 実 に 加 え 、 デ ジ タ ル 化 や ゼ ロ カ ー ボ ン を 含 む 環 境 教 育 の    

推 進 に 向 け た 新 た な 人 材 ・ 地 域 資 源 の 活 用 を 進 め る な ど 、「 教 育 は  

日立 市 で」と 思 われ る 、ひた ち らし い 特色 ある 教育 を 更に 充実 して

まい り ます 。  

また、よ り良 い 学習 環 境の 確保 とい た しま して 、デジ タ ル教 育 の

更 な る 推 進 を 図 る た め 、 １ 人 １ 台 の タ ブ レ ッ ト 端 末 に 加 え 、 小 ・    

中学 校 、特 別支 援学 校 の全 ての 教室 に 電子 黒板 を整 備 する とと もに 、

校 舎 の 老 朽 化 が 進 ん で お り ま す 日 立 特 別 支 援 学 校 の 再 整 備 を 着 実

に進 め てま いり ます 。  
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さ ら に 、 児 童 ・ 生 徒 数 の 減 少 が 見 込 ま れ る 中 に お き ま し て も 、   

将来 に 向け て持 続可 能 で、子ど もた ち にと って より 良 い教 育環 境を

確保 す るた め、地域 の 皆様 の声 を丁 寧 に伺 いな がら 学 校再 編に 取り

組ん で まい りま す。  

加 え て 、 令 和 ５ 年 度 末 で 計 画 期 間 が 満 了 と な る 日 立 市 教 育 振 興  

基 本 計 画 の 改 訂 に 着 手 い た し ま す 。 本 市 教 育 が 目 指 す 姿 と 施 策 の  

方向 を より 明確 にし 、 実効 性の 高い 計 画を 策定 し て ま いり ます 。  

次 に 、 ス ポ ー ツ の 振 興 に つ い て で あ り ま す 。 子 ど も か ら 高 齢 者  

ま で 、 幅 広 い 年 代 の 方 が 身 近 に ス ポ ー ツ に 親 し め る 生 涯 ス ポ ー ツ  

の 環 境 づ く り や 、 ス ポ ー ツ イ ベ ン ト の 開 催 に よ る 交 流 人 口 の 拡 大  

など 、 スポ ーツ を活 用 した まち おこ し を 推 進し てま い りま す。  

ス ポ ー ツ 活 動 の 拠 点 と な る ス ポ ー ツ 施 設 の 再 整 備 に つ い て は 、  

計画 的 に 進 めて まい り まし たが 、この 度、会瀬 スポ ー ツ広 場 が 供用

を開 始 した とこ ろで あ り、こ れ に 加 え まし て、新た に 市民 運動 公園

野 球 場 の 再 整 備 や 南 部 地 区 に お け る 新 た な ス ポ ー ツ 広 場 の 整 備 等

にも 着 手し てま いり ま す。  

そ し て 、 ま ち づ く り は 「 人 づ く り 」 で あ り 、 人 づ く り は 「 未 来    

づく り」につ な が る も ので あり ます。こ の流 れ は時 代 を経 ても 変わ

ら な い も の で あ り 、 こ れ か ら の 時 代 に ふ さ わ し い 協 働 体 制 を 築 く  

ためには、本市のまちづくりのパートナーであるコミュニティを始め、
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Ｎ Ｐ Ｏ や 各 種 団 体 等 と の 連 携 を 深 め 、 人 材 の 育 成 ・ 発 掘 を 進 め て  

いか な けれ ばな りま せ ん 。  

さ ら に 、 本 市 が 今 後 も 持 続 可 能 な ま ち と し て 発 展 し 続 け る た め  

には 、行政 全体 とし て 社会 経済 情勢 の 変化 や多 様化 す る市 民ニ ーズ

に 的 確 に 対 応 し 、 よ り 効 率 的 で 効 果 的 な 行 財 政 運 営 を 更 に 推 し   

進め て いく こと が極 め て 重 要で あり ま す 。  

引き 続 き 、健 全 な財 政 運営 を堅 持し つ つ、徹 底 した 事 業の 選択 と

集中 に より、重 点 事 業 にし っか りと 投 資し なが ら 、全 庁 挙げ て 各種

施 策 の 着 実 な 推 進 を 図 っ て い く と と も に 、 ふ る さ と 寄 附 金 を 始 め  

とす る 自主 財源 の更 な る確 保、人材 面 を含 めた 民間 活 力の 活用 推進 、

更 に は 、 急 速 に 進 化 し て い る Ａ Ｉ 技 術 の 活 用 促 進 な ど 、 時 代 に   

即し た 行財 政改 革 を 全 力で 取り 組ん で まい りま す。  

ま た 、 行 政 の 見 え る 化 と し て 、 市 政 情 報 の 発 信 力 の 充 実 に 努 め 、

各種 事 務事 業の タイ ム リー かつ 積極 的 な情 報発 信 を 行 い、市政 への

関心・参画意欲の向上を図るとともに、職員一人一人がキーパーソン

と し て の 意 識 の も と 、 シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン を 強 力 に 推 進 し て   

まい り ます 。  
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３  結 び  

以上 、今後 ４ 年 間に お ける 市政 運営 の 方向 性と 目指 す まち づく り

の基 本 姿勢 につ いて 申 し上 げま した 。  

時あ た かも 、日 立市 の 史上 最大 の難 題 とい うべ き人 口 減少 問題 を

始 め 、 脱 炭 素 と い う 大 き な エ ネ ル ギ ー 転 換 、 更 に は 、 こ れ ま で の   

生活 や 価値 観を 一変 さ せた 新型 コロ ナ 、社 会が 要請 す る デ ジタ ル化

への 対 応な ど、 本市 は 今、 時代 の大 き な転 換期 を迎 え てい ます 。  

進化 論 を唱 えた ダー ウ ィン の言 葉に 、「 生き 残 る 種と は、最 も強 い

もの で はな い。最も 知 的な もの でも な い。それ は、変 化に 最も よく

適応 し たも ので ある 。」 とい う 一 節が あ りま す。  

私は 、「変 化 への 適応 」、こ れ が今 後の 市 政運 営の カギ に なる もの

と考 え ます。時 代の 転 換 期 の先 にあ る 明る い 未 来に 向 けて、必 要な

知を 集 め、目指 す 姿を 描 き、その 実 現の た めに 行動 を開 始 する こと 、

それが変化への適応の第一歩であり、いうなれば、日立市政における

その 時 が 、 今な ので は ない でし ょう か 。  

そ れ ゆ え 、 私 は 、「 時 は 得 難 く し て 失 い 易 し 」、 つ ま り 、 好 機 は   

なか な かめ ぐっ て来 な いも ので 、たと え 来た と して も、油断 を する

と す ぐ に 失 っ て し ま う と い う 考 え の も と 、 今 、 変 化 に 対 応 で き る  

柔軟 性 を 持 って 、常に 新 たな 発 想で チ ャン スを 見出 し、市民 の 皆様

の変 わ らな い笑 顔と 新 しい 幸せ をつ く る、それ がこ れ から の挑 戦で

あり ま す。  
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そ し て 、 本 市 が こ れ か ら も 県 北 地 域 に お け る 中 心 都 市 と し て の  

役 割 を 果 た し な が ら 、 未 来 へ の 活 力 を 創 造 し 、「 ひ た ち ら し さ 」   

あふ れ る「 ふ る さと 日 立」を し っか り と 次 の世 代に つ ない でい ける

よう 、 今後 とも 、 粉 骨 砕身 、力 の限 り を尽 くし てま い りま す 。  

結 び に 、 変 化 の 多 い 時 代 だ か ら こ そ 、 明 日 の 日 立 市 を 共 に 創 る 、

まさ に「 み んな の力 で 地域 共創 」に 向け ま して 、引 き続 き 、一 緒に

歩 み を 進 め て い た だ き た く 、 議 員 各 位 並 び に 市 民 の 皆 様 か ら の   

よ り 一 層 の 御 支 援 、 御 協 力 を 心 か ら お 願 い 申 し 上 げ 、 私 の 所 信 と  

いた し ます 。  


